
【ＥＳＤ学習支援活動】 

奈良市立富雄第三小中学校 第１回ユネスコ委員会 支援報告書 

英語教育専修 学部 4回生 谷垣徹 

1. 日時  平成 29年４月 19日（水）14：00～16：00 

2. 場所  奈良市立富雄第三小中学校 第一理科室 

3. 参加者 英語教育専修   修士 1回生  粂綾香 

    英語教育専修   学部 4回生  谷垣徹、口脇和 

    特別支援教育専修 学部 2回生  藤井愛華 

    次世代教員養成センター 准教授 中澤静男 

奈良市立富雄第三小中学校 教員５名 

奈良市立富雄第三小中学校 小学部児童 17名、中学部生徒 21名 

4. 内容 

(1) 自己紹介 

(2) ユネスコについて（奈良教育大学ユネスコクラブ） 

① ユネスコについて 

② ユネスコスクールについて 

③ 奈良教育大学でのユネスコ活動について 

(3) 今年度の方向性について（教員より） 

(4) 委員長・副委員長選出 

5. 活動支援報告 

奈良市立富雄第三小中学校では今年度より「ユネス

コ委員会」を設立し、奈良教育大学ユネスコクラブと

して本学学生が年間を通してその活動の支援に関わ

ることになった。今回はその初回として、ユネスコや

その活動についての発表を行った。今回の活動支援の

報告を以下の２点でまとめる。一つ目にユネスコに関

する発表について、二つ目に学生が得た学びについて

である。 

一つ目の、ユネスコに関する発表について。私たち

はユネスコクラブという団体で活動しているが、今ま

であまり「ユネスコ」について考えたり発表したりす

る機会はなかった。今回は改めてユネスコについて考

え、その理念が私たちのユネスコ活動とどうかかわっているのかを改めて認識することができた。 

二つ目の、学生が得た学びについて。先ほど述べたように、私たちが改めてユネスコについて考

える機会となったことも学びの一つであったが、先生方の子どもたちの関わり方から学びところが

たくさんあった。私たちの発表を分かりやすくまとめてくださったグラフィックのスキル、子ども

たちを引きつける話し方や伝え方のスキルなど、たくさんのことを学ぶことができた。 

今年度はユネスコ委員会の活動として、毎月の委員会活動に関わる予定である。ユネスコ委員会

の活動支援のほか、小学部 5年生の野外活動支援や中学部生徒会本部役員との協働など、様々な形

での関わりを予定している。児童生徒や先生方との連携を大切にし、活動に取り組みたいと感じた。 

ユネスコについての発表の様子 

小学部の先生からのお話 


